
コロナ禍の影響により式典を見合わせてきましたが、３年ぶ

りに令和５年２月１２日かながわ県民センターホールにて挙行さ

れました。今回の表彰式会場は初めて使用する場所です。リー

ダー会はじめ各部会員・関係者の方々により、意見を出しあ

いながらワンチーム感覚で設営することができました。

ここに受賞者の皆様には、あらためて【祝意】をお伝えします。

美晴台少女バレーボール部（横浜市）　　若草ジュニアバドミントン（相模原市）
三条クラーク Jr.（相模原市）　　　　　　横須賀ジャガーズ（横須賀市）

優良スポーツ少年団指導者（２０名）   表彰規程　第２条２項  　スポーツ少年団の理念を学んだ登録者で、指導者と
して１０年を超えた活動実績があり他の模範となる者。

優良スポーツ少年団（4団体）   表彰規程　第２条１項  　日本スポーツ少年団登録１０年を超え、毎年１回以上体力
テストを行い、地域社会や他の団体との連携が積極的に行われ、県・市町または日本
スポーツ少年団が行っている行事に積極的に参加し、単位団としての組織が確立し、
円滑な運営がなされ活動が活発であり、他の模範となる団体。

  表彰規程　第２条３項  　市町村本部の運営等に携わり、１０年を超えた指導育成の実績があり、か
つ指導者と同等の知識を有していると市町村本部長が認めた者。

奥寺　正広（横須賀市）　　小畑　尚道（厚木市）

山本　　隆（相模原市）　　姶良　一馬（逗子市）　　美濃口　集（座間市）　　速水　敏保（寒川町）

日本スポーツ少年団顕彰   表彰規程　第３条２項  　永年にわたりスポーツ少年団の指導・
育成に貢献し、特に顕著な功績のある登録者。

江﨑　正信（横浜市）　　  　安藤　　隆　　山本　浩史　　小山こずえ（相模原市）
中石　晃夫　　根岸　清道　　小崎　幸子（横須賀市）
稲葉　夏美　　吉田　康孝　　秋山　若菜　　平本　吉央　　手賀　義幸（藤沢市 ）
平塚　浩人　　渡邉　貴博（小田原市）　　  　谷田　秀彦　　西澤　希芳（座間市）
青戸　伸治　　安東　幸弘　　岩本　光尚　　嶋田　紀夫（茅ヶ崎市）
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ただいまご紹介いたただきました私は、
横須賀市で活動しております、横須賀ジャ
ガーズの代表及び監督の三浦　崇と申し
ます。
この度は、創部して４０年、横須賀ジャ

ガーズにチーム名が変更となり、２０周年の節目に優良スポー
ツ少年団として受賞させて頂き、誠にありがとうございます。

これも、今まで多くのＯＢ・ＯＧ、保護者の皆様、そして一
緒に携わってきたスタッフの努力の積み重ねだと思っておりま
す。
この様な賞を頂いた事に恥じぬ様に　今後も、精進して子

供達と一緒にスポーツを通じて頑張っていきます。
本日は、誠にありがとうございました。
簡単ではございますが、謝辞とさせていただきます。

　　　　　受　賞　者　謝　辞　　　　　横須賀ジャガーズスポーツ少年団　　三浦　　崇

2 0 2 2 年度（令和４年度）神奈川県市町本部長会議報告

去る３月９日、かながわ労働プラザにて神奈川県スポーツ少年団市町本部長会議がおこなわれました。

１．報告事項
（１）令和５年度事業について　ー活動計画（案）予算（案）ー
（２）ジュニアリーダー育成について

各市町にジュニアリーダースクールへの積極的な参加依頼をお願いしました。
・相模原市から多くの団員を県ジュニアリーダースクールに参加していただきました
・座間市で独自にジュニアリーダースクールを実施していただきました

日頃より、スポーツ少年団育成事業に格別なご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
２０２２年度も年度末を迎えコロナに翻弄された一年ではありましたが、県スポーツ少年団としては関東

ブロック競技別交流大会の主管県としての大事業をも含め、一連の諸事業を無事終えることができました。
偏に関係各所で熱心にご協力いただいた皆様のお蔭と感謝申し上げる次第です。ありがとうございました。
しかし、ここ３年に及ぶコロナ感染流行の影響だけでなく、スポーツ少年団が２０００年来様々な課題を抱えてきているこ

とは既に皆様の周知することと存じます。
日本スポーツ少年団は、この課題克服のために２０２２年「スポーツ少年団改革プラン2022」を発信し、更に２０２３年からは「運

動部活動地域移行」をも喫緊の課題として含めたスポーツ少年団大改革を、２０２３年度からの「第１１次育成５ヵ年計画」
の中で本格的に取り組んでいこうとしています。
スポーツ少年団が創設されて既に半世紀以上（６０年）が過ぎましたが、私たちはこれからの子どもたちのスポーツ環境を

更に守るために、文科省、スポーツ庁、日本スポーツ少年団等からの発信を道標に、次の５０年をイメージする中で「スポー
ツ少年団の在り方（責任）」を見つめ直し、新しいスポーツ少年団像を「再デザイン」していかねばと考えます。
令和５年度は、各市町のスポーツ少年団の皆様に対して、今知り得ている情報を提供するとともに、今後のスポーツ少年団

について意見交換をいたしたく「訪問・巡回ミーティング」を計画しております。
【内容】

・スポーツ少年団ってどんな団体なの？スポーツ少年団60 年のあゆみを振り返る
・スポーツ環境の現状（大変革）を知る（情報提供）
・スポーツ少年団の課題を共有しましょう
・これからスポーツ少年団は何に取り組めばいいか（第11次育成基本計画について）

【参加者】
・市町本部（本部長、副本部長、本部員、事務担当者ほか）
・単位団（代表、母集団役員、保護者ほか）
・JSPO 公認スポーツ指導者
（コーチングアシスタント、スタートコーチ（スポーツ少年団）ほか）

新しいスポーツ少年団にむけてメッセージ
公益財団法人神奈川県スポーツ協会理事　神奈川県スポーツ少年団

本部長　　安倍　正弘

■県本部だより
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（３）第４１回関東ブロック競技別交流大会（５競技）神奈川県が主管県として運営
コロナ感染対策、熱中症対策を万全に、それぞれの競技で神奈川県独自の工夫をして実施しました。
・2022.7. ～2022.9.19
・軟式野球（厚木及川球場）　・ミニバス（ひらつかサンライフアリーナ）
・バレーボール、バドミントン（県立スポーツセンター）　
・空手（シンコースポーツ寒川アリーナ）

（４）令和４年度神奈川県スポーツ少年団表彰について
・2,023.2.12 かながわ県民センターにて
・優良団４団体、指導者・役員・フタッフ　24名、日本顕彰登録者　２名　が表彰されました

（５）日本スポーツ少年団ブロック会議（関東ブロック）in 神奈川県について
2023年度から始まるスポーツ少年団「第11次育成５ヵ年計画（アクションプラン）」を前に、８年ごと巡ってくる関東ブロッ
ク会議の主管県として、日本スポーツ少年団、関東１都７県の本部長、指導協委員長、事務担当者一同が、神奈川県
湯河原町に参集していただき、スポーツ少年団の課題についてグループディスカッションをおこないました。
・2023.2.5 ～2.6　レクトーレ湯河原にて
・大テーマ　【 スポーツ少年団（単位団）の再デザイン化に取り組もう 】
＜テーマ１＞団員の減少課題から、創設以来の理念「親と子で創るクラブ」の継承を再デザイン化できるか

・団員登録は、３歳～大人までの再確認をする（小学生クラブからの脱却に取り組む）
・メンバーシップ（団員）の拡大を図かる　　・多世代、多種目活動への挑戦に取り組む

＜テーマ２＞スポーツ少年団から地域スポーツクラブへの移行をどのように創り上げていくか
・スポーツ少年団改革のもと、社会的責任を持つ団体である自覚をいかに周知できるか
・JSPO 2023-2027中期計画（推進方策 2023）をスポ少としてどのようにおこなうか
①ガバナンスコードの設置に取り組む　
②JAPAN GAMESへの協力のひとつとしてリーダー組織づくりに取り組む
③ジュニアユース憲章の理解を深める
・全国大会は必要か、関東大会、市内大会の在り方を考える
・スポーツ少年団の名称変更について考える

＜テーマ３＞2009 年に加わった理念「地域づくりに貢献する」を実現するにはどうするか
・より社会的な責任を果たす役割としての単位団の取り組みを見直す
・団に多くの指導者（スタートコーチ）をつくる
・中学生地域部活動の受け皿としての組織づくりに取り組む
・スポーツ環境大改革の中、スポーツ行政との連携・協力に取り組む

２．協議事項
（１）第 11次育成５ヵ年計画について

・公認指導者資格への移行進捗状況について（認定員、育成員からコーチングアシスタント）
・スタートコーチ（スポーツ少年団）資格取得状況について
・ACP 活動について
・中学校部活動地域移行について

（２）スポーツ少年団の再デザイン化に向けて
・スポーツ少年団は、スポーツ環境の大改革を認識し、少年団の再デザイン化に取り組もう
・スポーツ少年団（単位団）は、これから何に取り組んでいったらいいのか考えよう

３．依頼事項
（１）令和５年度、「神奈川県市町スポーツ少年団巡回ミーティング」の依頼について

2023 年度から本格スタートするジュニアスポーツ環境の大改革に対して、県スポーツ少年団が今知り得ている情報を
単位団の皆さんに提供するとともに、今後のスポーツ少年団について意見交換がしたく場を設けたいと思います。
【内　容】　・スポーツ少年団ってどんな団体？

・スポーツ少年団６０年のあゆみを振り返る
・スポーツ環境の現状（大改革）を知る

【参加者】　・市町本部（本部長、副本部長、本部員、事務担当者ほか）
・単位団（代表、監督、育成母集団役員、保護者ほか）
・JSPO 公認スポーツ指導者（スタートコーチ（スポーツ少年団）、コーチングアシスタントほか）
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＜テーマ３＞2009 年に加わった理念「地域づくりに貢献する」を実現するにはどうするか
・より社会的な責任を果たす役割としての単位団の取り組みを見直す
・団に多くの指導者（スタートコーチ）をつくる
・中学生地域部活動の受け皿としての組織づくりに取り組む
・スポーツ環境大改革の中、スポーツ行政との連携・協力に取り組む

２．協議事項
（１）第 11次育成５ヵ年計画について

・公認指導者資格への移行進捗状況について（認定員、育成員からコーチングアシスタント）
・スタートコーチ（スポーツ少年団）資格取得状況について
・ACP 活動について
・中学校部活動地域移行について

（２）スポーツ少年団の再デザイン化に向けて
・スポーツ少年団は、スポーツ環境の大改革を認識し、少年団の再デザイン化に取り組もう
・スポーツ少年団（単位団）は、これから何に取り組んでいったらいいのか考えよう

３．依頼事項
（１）令和５年度、「神奈川県市町スポーツ少年団巡回ミーティング」の依頼について

2023 年度から本格スタートするジュニアスポーツ環境の大改革に対して、県スポーツ少年団が今知り得ている情報を
単位団の皆さんに提供するとともに、今後のスポーツ少年団について意見交換がしたく場を設けたいと思います。
【内　容】　・スポーツ少年団ってどんな団体？

・スポーツ少年団６０年のあゆみを振り返る
・スポーツ環境の現状（大改革）を知る

【参加者】　・市町本部（本部長、副本部長、本部員、事務担当者ほか）
・単位団（代表、監督、育成母集団役員、保護者ほか）
・JSPO 公認スポーツ指導者（スタートコーチ（スポーツ少年団）、コーチングアシスタントほか）
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全 国 ス ポ ー ツ 少 年 団 競 技 別 交 流 大 会 神 奈 川 県 予 選 会

■令和４年度神奈川県スポーツ少年団競技別交流大会報告

優　勝

２　位

３　位

男　子　【参加数】１７チーム

横浜バッドジュニア
（横浜市）

北相チェリッシュ
（相模原市）

女　子　【参加数】３５チーム

矢作スカイブルー
（小田原市）

富士見バンビーナ
（小田原市）

1. 第４５回神奈川県スポーツ少年団バレーボール競技交流大会　兼
第２０回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和４年１２月３日（土）・４日（日）
【場所】県ひらつかサン・ライフアリーナ、県立スポーツ会館他８会場

堀川　大樹
（養浩館道場）

白瀬　大和
（愛川剣道教室）

村松央一郎
（養浩館道場）

山澤　灯里
（久里浜剣友会）

関口　　禅
（久里浜剣友会）

小川　　舞
（剣　誠　会）

養 浩 館 道 場

細井　晴真
（久里浜剣友会）

中村　　駆
（小田剣心会）

長谷川　慶
（養浩館道場）

林　　奈杏
（愛川剣道教室）

伊藤　壮汰
（養浩館道場）

真鍋　祥華
（茅ヶ崎剣心会）

久 里 浜 剣 友 会

種　目

４年男子

５年男子

６年男子

小学生女子

中学生男子

中学生女子

団体戦

優　　勝

八代　篤樹
（光武館道場）

藤林　旬平
（光武館道場）

村野　来希
（養浩館道場）

八木　　遥
（養浩館道場）

坂倉　　匠
（養浩館道場）

黒沢つきか
（山桜剣道クラブ）

愛 川 剣 道 教 室

準　優　勝

島村　遼哉
（光武館道場）

植田　桜星
（光武館道場）

笠井　新太
（養浩館道場）

佐藤　和美
（山桜剣道クラブ）

石塚　朱時
（光武館道場）

山下志保乃
（養浩館道場）

光 武 館 道 場

３　　位

３　　位

さぎぬまサッカークラブ
（川崎市）

優　　勝

星が丘サッカー
（相模原市）

準　優　勝

荻野サッカー
（厚木市）

2. 第４８回神奈川県スポーツ少年団剣道交流大会兼
第４５回全国スポーツ少年団剣道交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和４年１２月３日（土）
【場所】横須賀アリーナ　【参加数】１６団体　１７８名

4. 神奈川県スポーツ少年団サッカー交流大会（第５回あすなろ杯）
【期日】令和５年２月１８日（土）～２月２３日（木）　【場所】県立スポーツセンター　【参加数】１０団体

湘南台ジュニア
（藤沢市）

羽鳥バレーボール
（藤沢市）

大沢フロッグ
（相模原市）

港南台ジュニア
（横浜市）
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新津　翔太
（一友会空手道）

中村　　駆
（英　友　会）

　
　

髙橋　果歩
（湘南空手道クラブ）

古瀬　景大
（湘南空手道クラブ）

山本　　瑞
（真　永　館）

　
　

　
　

福住　　陸
（英　友　会）

松下　由佳
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

　
　

倉重　桜介
（一友会空手道）

　
　

　
　

　
　

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

板垣　羊太
（湘南正拳クラブ）

野中　詩友
（湘南空手道クラブ）

幡谷　一輝
（横浜糸東会空手道）

鈴木日夏珠
（湘南正拳クラブ）

　
　

　

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

古瀬由里子
（湘南空手道クラブ）

吉田　宙司
（葉山町空手道）

オグルズビー悠飛
（真永館）

種　目

幼年　男女
１０～７級

幼年・小１・２年
女子 6～4級

幼年・小１・２年
男子 6～4級

小学１・２・３・４年
男子３級以上

小学１・２年
男子１０～７級

小学１・２年
女子１０～７級

小学３・４年
女子３級以上

小学３・４年
男子６～４級

小学３・４年
女子６～４級

小学３・４年
男子１０～７級

小学３・４年
女子１０～７級

小学５・６年
男子３級以上

小学５・６年
女子３級以上

小学５・６年
男女６～４級

小学５・６年
男女１０～７級

中学生
男子３級以上

中学生
女子３級以上

優　　勝

野中　千詩
（湘南空手道クラブ）

吉満奈桜子
（日本空手道翔成會）

吉満　洲也
（日本空手道翔成會）

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

田嶋　朋央
（日本空手道翔成會）

秋山　美海
（湘南正拳クラブ）

植村　東子
（葉山町空手道）

岩田　煌將
（湘南空手道クラブ）

田嶋　希帆
（日本空手道翔成會）

横山　結人
（英　友　会）

原田　麻央
（横浜糸東会空手道）

齊藤　岬己
（日本空手道翔成會）

森田　瑠奈
（日本空手道翔成會）

田嶋　千咲
（日本空手道翔成會）

北田　龍音
（湘南空手道クラブ）

川元　陽翔
（能見台空手塾）

福住　菜沙
（英　友　会）

準　優　勝

笠羽　太尊
（日本空手道翔成會）

佐々木茉莉
（湘南空手道クラブ）

阿部　聖那
（葉山町空手道）

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

髙橋　桃子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

河野　璃来
（英　友　会）

大塚　友結
（英　友　会）

浜野　幸夢
（能見台空手塾）

髙井　優聖
（日本空手道翔成會）

藤野　実花
（湘南空手道クラブ）

高橋　　湊
（横浜糸東会空手道）

鈴木　皓大
（能見台空手塾）

榊　　紀斗
（湘南正拳クラブ）

形の部

3. 第３４回神奈川県スポーツ少年団空手道交流大会
【期日】令和５年１月２８日（土）
【場所】横浜武道館　【参加数】１２団体　【形】１１４名　【組手】９８名

第　三　位
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全 国 ス ポ ー ツ 少 年 団 競 技 別 交 流 大 会 神 奈 川 県 予 選 会

■令和４年度神奈川県スポーツ少年団競技別交流大会報告

優　勝

２　位

３　位

男　子　【参加数】１７チーム

横浜バッドジュニア
（横浜市）

北相チェリッシュ
（相模原市）

女　子　【参加数】３５チーム

矢作スカイブルー
（小田原市）

富士見バンビーナ
（小田原市）

1. 第４５回神奈川県スポーツ少年団バレーボール競技交流大会　兼
第２０回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和４年１２月３日（土）・４日（日）
【場所】県ひらつかサン・ライフアリーナ、県立スポーツ会館他８会場

堀川　大樹
（養浩館道場）

白瀬　大和
（愛川剣道教室）

村松央一郎
（養浩館道場）

山澤　灯里
（久里浜剣友会）

関口　　禅
（久里浜剣友会）

小川　　舞
（剣　誠　会）

養 浩 館 道 場

細井　晴真
（久里浜剣友会）

中村　　駆
（小田剣心会）

長谷川　慶
（養浩館道場）

林　　奈杏
（愛川剣道教室）

伊藤　壮汰
（養浩館道場）

真鍋　祥華
（茅ヶ崎剣心会）

久 里 浜 剣 友 会

種　目

４年男子

５年男子

６年男子

小学生女子

中学生男子

中学生女子

団体戦

優　　勝

八代　篤樹
（光武館道場）

藤林　旬平
（光武館道場）

村野　来希
（養浩館道場）

八木　　遥
（養浩館道場）

坂倉　　匠
（養浩館道場）

黒沢つきか
（山桜剣道クラブ）

愛 川 剣 道 教 室

準　優　勝

島村　遼哉
（光武館道場）

植田　桜星
（光武館道場）

笠井　新太
（養浩館道場）

佐藤　和美
（山桜剣道クラブ）

石塚　朱時
（光武館道場）

山下志保乃
（養浩館道場）

光 武 館 道 場

３　　位

３　　位

さぎぬまサッカークラブ
（川崎市）

優　　勝

星が丘サッカー
（相模原市）

準　優　勝

荻野サッカー
（厚木市）

2. 第４８回神奈川県スポーツ少年団剣道交流大会兼
第４５回全国スポーツ少年団剣道交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和４年１２月３日（土）
【場所】横須賀アリーナ　【参加数】１６団体　１７８名

4. 神奈川県スポーツ少年団サッカー交流大会（第５回あすなろ杯）
【期日】令和５年２月１８日（土）～２月２３日（木）　【場所】県立スポーツセンター　【参加数】１０団体

湘南台ジュニア
（藤沢市）

羽鳥バレーボール
（藤沢市）

大沢フロッグ
（相模原市）

港南台ジュニア
（横浜市）
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新津　翔太
（一友会空手道）

中村　　駆
（英　友　会）

　
　

髙橋　果歩
（湘南空手道クラブ）

古瀬　景大
（湘南空手道クラブ）

山本　　瑞
（真　永　館）

　
　

　
　

福住　　陸
（英　友　会）

松下　由佳
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

　
　

倉重　桜介
（一友会空手道）

　
　

　
　

　
　

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

板垣　羊太
（湘南正拳クラブ）

野中　詩友
（湘南空手道クラブ）

幡谷　一輝
（横浜糸東会空手道）

鈴木日夏珠
（湘南正拳クラブ）

　
　

　

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

古瀬由里子
（湘南空手道クラブ）

吉田　宙司
（葉山町空手道）

オグルズビー悠飛
（真永館）

種　目

幼年　男女
１０～７級

幼年・小１・２年
女子 6～4級

幼年・小１・２年
男子 6～4級

小学１・２・３・４年
男子３級以上

小学１・２年
男子１０～７級

小学１・２年
女子１０～７級

小学３・４年
女子３級以上

小学３・４年
男子６～４級

小学３・４年
女子６～４級

小学３・４年
男子１０～７級

小学３・４年
女子１０～７級

小学５・６年
男子３級以上

小学５・６年
女子３級以上

小学５・６年
男女６～４級

小学５・６年
男女１０～７級

中学生
男子３級以上

中学生
女子３級以上

優　　勝

野中　千詩
（湘南空手道クラブ）

吉満奈桜子
（日本空手道翔成會）

吉満　洲也
（日本空手道翔成會）

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

田嶋　朋央
（日本空手道翔成會）

秋山　美海
（湘南正拳クラブ）

植村　東子
（葉山町空手道）

岩田　煌將
（湘南空手道クラブ）

田嶋　希帆
（日本空手道翔成會）

横山　結人
（英　友　会）

原田　麻央
（横浜糸東会空手道）

齊藤　岬己
（日本空手道翔成會）

森田　瑠奈
（日本空手道翔成會）

田嶋　千咲
（日本空手道翔成會）

北田　龍音
（湘南空手道クラブ）

川元　陽翔
（能見台空手塾）

福住　菜沙
（英　友　会）

準　優　勝

笠羽　太尊
（日本空手道翔成會）

佐々木茉莉
（湘南空手道クラブ）

阿部　聖那
（葉山町空手道）

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

髙橋　桃子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

河野　璃来
（英　友　会）

大塚　友結
（英　友　会）

浜野　幸夢
（能見台空手塾）

髙井　優聖
（日本空手道翔成會）

藤野　実花
（湘南空手道クラブ）

高橋　　湊
（横浜糸東会空手道）

鈴木　皓大
（能見台空手塾）

榊　　紀斗
（湘南正拳クラブ）

形の部

3. 第３４回神奈川県スポーツ少年団空手道交流大会
【期日】令和５年１月２８日（土）
【場所】横浜武道館　【参加数】１２団体　【形】１１４名　【組手】９８名

第　三　位
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野中　千詩
（湘南空手道クラブ）

岡村　柚輝
（一友会空手道）

吉満　洲也
（日本空手道翔成會）

古瀬　景太
（湘南空手道クラブ）

髙橋　眞子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

久保田隆之介
（葉山町空手道）

藤野　実花
（湘南空手道クラブ）

杉本　遼太
（真　永　館）

佐藤のどか
（湘南正拳クラブ）

高橋　　巧
（横浜糸東会空手道）

鈴木　希音
（近代空手道会）

斎藤　蒼佑
（湘南正拳クラブ）

田嶋　希帆
（日本空手道翔成會）

浜野　幸夢
（能見台空手塾）

オグルズビー悠飛
（真　永　館）

宮本　光凛
（湘南空手道クラブ）

倉重　桜介
（一友会空手道）

種　目

幼年 男女
１０～４級

幼年・小１・２年
男子１０～７級

幼年・小１・２年
男子 6級以上

幼年・小１・２年
女子 6～４級

小学１・２年
女子１０～７級

小学３・４年
男子３級以上

小学３・４年
女子３級以上

小学３・４年
男子６～４級

小学３・４年
女子６～４級

小学３・４年
男子１０～７級

小学３・４年
女子１０～７級

小学５・６年
男子３級以上

小学５・６年
女子３級以上

小学５・６年
男子１０～４級

小学５・６年
女子１０～４級
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優　　勝

吉満奈桜子
（日本空手道翔成會）

中村　　駆
（英　友　会）

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

秋山　美海
（湘南正拳クラブ）

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

芹田明日花
（葉山町空手道）

平　　朔弥
（湘南空手道クラブ）

山本　　瑞
（真　永　館）

横山　結人
（英　友　会）

東谷　怜那
（真　永　館）

久嶋　　丈
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

扶持本花音
（湘南正拳クラブ）

高橋　　湊
（横浜糸東会空手道）

田嶋　千咲
（日本空手道翔成會）

福住　菜沙
（英　友　会）

佐伯　瑛斗
横浜糸東会空手道）

準　優　勝

笠羽　太尊
（英　友　会）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

阿部　聖那
（葉山町空手道）

高橋　桃子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

植村　東子
（葉山町空手道）

宮島　陽翔
（英　友　会）

鈴木日夏珠
（湘南正拳クラブ）

鈴木　虎真
（能見台空手塾）

フランクリンニイナ
（真　永　館）

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

池田　葵心
（英　友　会）

榊　　紀斗
（湘南正拳クラブ）

組手の部

第　三　位
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第 2 0回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会

第４５全国スポーツ少年団剣道交流大会

令和５年３月２４日（金）～３月２７日（月）　　エコパアリーナ（静岡アリーナ）

コメント

合言葉は『顔晴る！』初めての全国大会出
場に、チーム一丸、全員バレーで挑みます。
これまでの努力を信じて、このメンバーで
できる最後の大会を楽しみます！！

神奈川県代表
矢作スカイブルースポーツ少年団（小田原市）

代表指導者：（監督）高橋　均
指導者：（コーチ）梶　敏郎　　マネジャー：湯川　和洋

選手：御手洗一花　　大角　晴音　　藤原　　希　　藤原　　想　　堀米　好夏　　ミスディ咲良
片野　妃彩　　村越　紗和　　神保　朱里　　山口　弥美　　望月　陽菜　　秋田谷七心

令和 5年 3月25日 ( 土 ) ～ 3月27日 ( 月 )　謙信公武道館 (新潟県 )

コメント 神奈川の選手、団体5名、個人2名の7名はコロナ禍でもあきらめることなく日々
稽古に励んできました。全国交流大会ではその稽古の成果をしっかりと出し切っ
て自分たちらしい元気いっぱいの試合をしたいと思います。

神奈川県代表
団体戦　愛川剣道教室スポーツ少年団（愛川町）

韮沢　蓮叶　　林　奈杏　　白瀬　大和　　白瀬　世奈　　山内　奏汰

個人戦　養浩館道場（横浜市）　　　　　坂倉　　匠
山桜剣道クラブ（伊勢原市）　　黒沢つきか

指導者：（監督）渡部　亮一

団体戦　愛川剣道教室（愛川町）

個人戦【男子】
坂倉　匠
養浩館道場
( 横浜市 )

個人戦【女子】
黒沢つきか
山桜剣道クラブ
( 伊勢原市 )

-  7  -



野中　千詩
（湘南空手道クラブ）

岡村　柚輝
（一友会空手道）

吉満　洲也
（日本空手道翔成會）

古瀬　景太
（湘南空手道クラブ）

髙橋　眞子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

久保田隆之介
（葉山町空手道）

藤野　実花
（湘南空手道クラブ）

杉本　遼太
（真　永　館）

佐藤のどか
（湘南正拳クラブ）

高橋　　巧
（横浜糸東会空手道）

鈴木　希音
（近代空手道会）

斎藤　蒼佑
（湘南正拳クラブ）

田嶋　希帆
（日本空手道翔成會）

浜野　幸夢
（能見台空手塾）

オグルズビー悠飛
（真　永　館）

宮本　光凛
（湘南空手道クラブ）

倉重　桜介
（一友会空手道）

種　目

幼年 男女
１０～４級

幼年・小１・２年
男子１０～７級

幼年・小１・２年
男子 6級以上

幼年・小１・２年
女子 6～４級

小学１・２年
女子１０～７級

小学３・４年
男子３級以上

小学３・４年
女子３級以上

小学３・４年
男子６～４級

小学３・４年
女子６～４級

小学３・４年
男子１０～７級

小学３・４年
女子１０～７級

小学５・６年
男子３級以上

小学５・６年
女子３級以上

小学５・６年
男子１０～４級

小学５・６年
女子１０～４級

中学生
女子３級以上

中学生
男子６級以上

優　　勝

吉満奈桜子
（日本空手道翔成會）

中村　　駆
（英　友　会）

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

秋山　美海
（湘南正拳クラブ）

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

芹田明日花
（葉山町空手道）

平　　朔弥
（湘南空手道クラブ）

山本　　瑞
（真　永　館）

横山　結人
（英　友　会）

東谷　怜那
（真　永　館）

久嶋　　丈
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

扶持本花音
（湘南正拳クラブ）

高橋　　湊
（横浜糸東会空手道）

田嶋　千咲
（日本空手道翔成會）

福住　菜沙
（英　友　会）

佐伯　瑛斗
横浜糸東会空手道）

準　優　勝

笠羽　太尊
（英　友　会）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

阿部　聖那
（葉山町空手道）

高橋　桃子
（湘南正拳クラブ藤沢道場）

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

植村　東子
（葉山町空手道）

宮島　陽翔
（英　友　会）

鈴木日夏珠
（湘南正拳クラブ）

鈴木　虎真
（能見台空手塾）

フランクリンニイナ
（真　永　館）

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

池田　葵心
（英　友　会）

榊　　紀斗
（湘南正拳クラブ）

組手の部

第　三　位

-  5  -

-  6  -

第 2 0回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会

第４５全国スポーツ少年団剣道交流大会

令和５年３月２４日（金）～３月２７日（月）　　エコパアリーナ（静岡アリーナ）

コメント

合言葉は『顔晴る！』初めての全国大会出
場に、チーム一丸、全員バレーで挑みます。
これまでの努力を信じて、このメンバーで
できる最後の大会を楽しみます！！

神奈川県代表
矢作スカイブルースポーツ少年団（小田原市）

代表指導者：（監督）高橋　均
指導者：（コーチ）梶　敏郎　　マネジャー：湯川　和洋

選手：御手洗一花　　大角　晴音　　藤原　　希　　藤原　　想　　堀米　好夏　　ミスディ咲良
片野　妃彩　　村越　紗和　　神保　朱里　　山口　弥美　　望月　陽菜　　秋田谷七心

令和 5年 3月25日 ( 土 ) ～ 3月27日 ( 月 )　謙信公武道館 (新潟県 )

コメント 神奈川の選手、団体5名、個人2名の7名はコロナ禍でもあきらめることなく日々
稽古に励んできました。全国交流大会ではその稽古の成果をしっかりと出し切っ
て自分たちらしい元気いっぱいの試合をしたいと思います。

神奈川県代表
団体戦　愛川剣道教室スポーツ少年団（愛川町）

韮沢　蓮叶　　林　奈杏　　白瀬　大和　　白瀬　世奈　　山内　奏汰

個人戦　養浩館道場（横浜市）　　　　　坂倉　　匠
山桜剣道クラブ（伊勢原市）　　黒沢つきか

指導者：（監督）渡部　亮一

団体戦　愛川剣道教室（愛川町）

個人戦【男子】
坂倉　匠
養浩館道場
( 横浜市 )

個人戦【女子】
黒沢つきか
山桜剣道クラブ
( 伊勢原市 )

-  7  -



市 町 本 部 長 紹 介 ・ 横 須 賀 市

本号から各市町の本部長をご紹介する新企画です。

第１回目は横須賀市東海林本部長です。

横須賀市スポーツ少年団活動について

横須賀市スポーツ少年団は、野球やサッカー、

剣道等の交歓会を種目ごとに実施していますが、

その他各団共通で、春と秋の２回、スポーツ交歓

会を行っています。春は体力テストを実施し、母

集団活動の一環として体力テスト判定員補助のご

協力をいただいています。秋はレクリエーション活

動として親子の交流を行い、母集団や保護者が参

加して、単種目では得られない楽しみ方で良い汗

をかいています。このように、団員はもちろん、

指導者と母集団のつながりを大切に活動していま

す。

また、年に１度は初級ジュニアリーダー研修会

を実施し、リーダー間の親睦を図っています。近

年は団員も少なくなってしまいましたが、熱心な団

員と指導者のおかげで研修が成り立っており、嬉

しく思っています。

年明けの１月には指導者研修会による情報交換および懇親会を実施し、日頃より団活動にご協力をいただいている指

導者や母集団、保護者の皆様に、感謝状の贈呈を行います。この趣旨は、市や県の表彰は活動年数や役職等に制限

があるため、団や子どもたち、指導者に対して熱心に協力されているにも関わらず、母集団や保護者が何の恩恵も受け

られないことに心が痛み、行政と相談のうえ、感謝状の贈呈を行うことを決め、実行しています。感謝の気持ちで始め

たことですが、皆様に喜んでいただき、団活動もより一層活発になりました。本部長として心から感謝しております。

■市本部だより

-  8  -

神奈川県スポーツ少年団指導者協議会事業　令和4年度　事業報告

指導者向けの研修事業を４コース実施しました。

1. 運動適性テストⅡ実施方法研修会

【期日】２０２２年９月１７日（日）１３：００～１７：００　　６０名の参加

【会場】茅ヶ崎市体育館・茅ヶ崎市立梅田小学校グランド

【講師】富田寿人先生　　静岡理工科大学教授

運動適性テストⅡ測定研修

基本の動きは、幼少期にのうちに立つ・座る・蹴る・回るなど生活の中で多く経験させることが大切。また運動

適性テストは結果に表れる数字だけで評価せず、運動行為の観察的評価をすることが大切であることを学びました。

2. 指 導 者 研 修 会（相模原会場）

【期日】２０２２年１２月１１日（日）１３：００～１７：００

【会場】相模原教育会館　　　３６名

【講師】伊藤秀志先生　　日本スポーツ少年団指導者協議会運営委員長

【講演テーマ】「スポーツ少年団改革プラン２０２２」～スポーツ少年団の現在と未来～

スポーツ少年団６０年の歴史の中、改革してきたもの・変わらないものがあった。それは「不易流行」。

メンバーシップ制の導入、指導者資格制度の改革。これらには団員減少、団の減少というリスクを伴った。一方

変わらないもの、それは少年団の理念である「スポーツを通じて子どもの心と体を育てること」です。

今後、地域スポーツクラブとしての性格を一層強化し、ジュニア・ユーススポーツ発展の担い手としてスポーツ少

年団に期待が寄せられている。

3. 指 導 者 研 修 会（厚木会場）

【期日】２０２３年１月１４日（土）１３：００～１７：００　　

【会場】荻野運動公園体育館研修室　　５５名参加

【講師】菅野昭子先生　　日本アンガーマネジメント協会認定ファシリテーター

【講演テーマ】「子どものスポーツ指導とアンガーマネジメント」

怒りの感情コントロール法を学ぶことで、子どもたちのスポーツ環境を良好に変革していくことができる。アンガー

とは怒り。マネジメントはそれを後悔しないこと。決して怒らないことではない。

アンガーマネジメントの先にあるもの、それは子どもたちの笑顔です。そして何よりもスポーツを楽しみ継続させ

ることが大切であることを改めて学んだ。

4. 指 導 者 研 究 大 会（藤沢会場）

【期日】２０２３年３月１２日（日）１３：００～１７：００

【会場】藤沢市秩父宮記念体育館　　３４名参加

【講師】松島　斉先生　　日本ペップトーク協会認定ファシリテーター　県立湘南高校教諭

【講演テーマ】「ペップトークで子どもを元気にする」

■指導者協議会だより
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今後、地域スポーツクラブとしての性格を一層強化し、ジュニア・ユーススポーツ発展の担い手としてスポーツ少

年団に期待が寄せられている。

3. 指 導 者 研 修 会（厚木会場）

【期日】２０２３年１月１４日（土）１３：００～１７：００　　

【会場】荻野運動公園体育館研修室　　５５名参加

【講師】菅野昭子先生　　日本アンガーマネジメント協会認定ファシリテーター

【講演テーマ】「子どものスポーツ指導とアンガーマネジメント」

怒りの感情コントロール法を学ぶことで、子どもたちのスポーツ環境を良好に変革していくことができる。アンガー

とは怒り。マネジメントはそれを後悔しないこと。決して怒らないことではない。

アンガーマネジメントの先にあるもの、それは子どもたちの笑顔です。そして何よりもスポーツを楽しみ継続させ

ることが大切であることを改めて学んだ。

4. 指 導 者 研 究 大 会（藤沢会場）

【期日】２０２３年３月１２日（日）１３：００～１７：００

【会場】藤沢市秩父宮記念体育館　　３４名参加

【講師】松島　斉先生　　日本ペップトーク協会認定ファシリテーター　県立湘南高校教諭

【講演テーマ】「ペップトークで子どもを元気にする」

■指導者協議会だより
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更 新 研 修 の お 知 ら せ

令和２年度から「公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度」に基づき、スポーツ少年団をはじめ、

総合型地域スポーツクラブ・学校運動部活動等において、必要最低限度の知識・技能に基づき、安全で効果的な活

動を提供する「スタートコーチ（スポーツ少年団）」の養成が開催されています。

公認スポーツ指導者資格の有効期間は、資格登録後 4 年間です。資格を更新するためには、資格認定日（更新日）

から資格有効期限の 6 か月前までに、日本スポーツ協会等の定める研修会を最低 1回受けることが必要となっているこ

とから、令和5年度は、日本スポーツ協会へ更新研修として申請する計画をしています。

（文責　指導協委員長　梅井和哉）

講演に熱をいれる松島先生 受講者の声に聞き入る松島先生

神奈川県スポーツ少年団リーダー会からのお知らせ

僕たちリーダー会は、ジュニアリーダー認定者で、単位団代表及び市町スポーツ少年団から推薦された、小学 6 年生

以上 23歳以下の登録者で活動しております。

活動内容としては、ジュニアリーダースクールプログラムの企画から運営を中心に、毎月1回活動しています。

令和5年度第1回総会を5月7日（日）　13時から県立スポーツ会館で行います。

活動に興味のある方、僕たちと一緒に活動しませんか。

リーダー会　　会　長　　橋本　　拓

■リーダー会だより

アンガーマネジメントに続いて今回はペップトークで子どもを元気にする、そのためのペップトーク法を学び合い

ました。先生ご自身の体験談もあり、ペップトークを取り入れた指導を行うことになったきっかけなどが話され印象

深い講演でした。

研修ワークでは２人・３人・４人のグループを作りながら様々な場面でどのようなペップトークをするか考え合い

ました。

明日からの指導に役立たせたいと受講者の声が多く聞かれました。

以上、４つの研究事業を実施いたしました。
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期　　　日

19 日（水）

21 日（金）

 6 日（土）

13 日（土）

18 日（木）

20 日（土）

21 日（日）

27 日（土）

 2 日（金）

 3 日（土）

 3 日（土）

 3 日（土）

10 日（土）

10 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

18 日（日）

 2 日（日）

 1 日（土）

 8 日（土）

16 日（日）

27 日（木）

28 日（金）

 3 日（木）

 4 日（金）

9日（水）

13 日（日）

26 日（土）

1日（金）

2日（土）

16 日（土）

30 日（土）

～  2 日（日）

～  2 日（日）

～17 日（日）

～30 日（日）

～  6 日（日）

～  7 日（月）

～12 日（土）

～27 日（日）

～18 日（月）

事　　業　　名

各市町スポーツ少年団本部長会議、事業説明会

日本スポーツ少年団第１回常任委員会

空手道交流大会（関東予選）

軟式野球交流大会代表者会議

第１回スポーツ少年団委員会

ミニバスケットボール交流大会代表者会議

バドミントン交流大会代表者会議

軟式野球交流大会（関東予選）

日本スポーツ少年団第２回常任委員会

軟式野球交流大会（関東予選）

日本スポーツ少年団第 1回委員総会
関東ブロック協競技別交流大会・
スポーツ少年大会実行委員会

軟式野球交流大会（関東予選）決勝

ミニバスケットボール交流大会（関東予選）県内予選

バドミントン交流大会（関東予選）

ジュニアリーダースクール施設調整会議

全国スポーツ少年団指導者協議会

サッカー交流大会代表者会議

バレーボール交流大会代表者会議

ジュニアスポーツフォーラム

ミニバスケットボール交流大会（関東予選）決勝

バレーボール交流大会（関東予選）

バレーボール交流大会（関東予選）予選決勝

関東ブロック競技別交流大会交流会（軟式野球）

日独スポーツ少年団同時交流５０周年記念行事

関東ブロック競技別交流大会交流会

全国軟式野球交流大会

全国スポーツ少年大会

シニアリーダースクール

ジュニアリーダースクール（前期研修）

ジュニアリーダースクール（後期研修）

スポーツ少年団常任委員会

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

関東ブロックスポーツ少年大会

（JSPO-ACP）普及促進研修会

会　　　場
かながわ県民センター
《301会議室》
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室

横浜武道館（武道場）

県立スポーツ会館
かながわ県民センター
《301会議室》

秋葉台文化体育館

県立スポーツ会館

相模三川公園グランド
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室
県立境川遊水地公園
青少年野球場
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE
14階岸清一メモリアルルーム

日本青年館ホテル（予定）

相模原ひばり球場
シンコースポーツ寒川
アリーナほか
ひらつか
サン・ライフアリーナ

愛川ふれあいの村

東京都
かながわ県民センター
《306》

オンライン

東京都内

秩父宮記念体育館

県内小学校ほか
ひらつか
サン・ライフアリーナ
東京都：一本杉球場、
野津田球場
国立オリンピック記念
青少年総合センター
東京都：エスフォルタ
アリーナ八王子ほか
千葉県：大谷津運動公園
奈球場（成田市）ほか

兵庫県：
国立中央
青少年交流の家

県立スポーツ会館

愛川ふれあいの村

かながわ県民センター（予定）

県立スポーツ会館
栃木県：自然体験記
念センター（鹿沼市）

伊勢原市体育館

利用時間

10 ～ 12

14 ～ 16

9 ～ 17

18 ～ 21

18 ～ 21

17 ～ 21

9 ～ 12

9 ～ 17

15 ～ 17

9 ～ 17

13 ～ 15

15 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 19

13 ～ 16

13 ～ 15

18 ～ 21

18 ～ 21

10 ～ 16

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 19

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 17

1泊2日

18 ～ 20

9 ～ 12

9 ～ 13

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

備　　考

関東代表
（神奈川県本部長）

関東代表
（神奈川県本部長）

本部長

本部長

指導協委員長

開会式、4競技

関東代表２チーム

（原則）リーダー
会会員

第１期：オンライン
学習修了者

■令和５年度　神奈川県スポーツ少年団活動計画書
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期　　　日

19 日（水）

21 日（金）

 6 日（土）

13 日（土）

18 日（木）

20 日（土）

21 日（日）

27 日（土）

 2 日（金）

 3 日（土）

 3 日（土）

 3 日（土）

10 日（土）

10 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

17 日（土）

18 日（日）

 2 日（日）

 1 日（土）

 8 日（土）

16 日（日）

27 日（木）

28 日（金）

 3 日（木）

 4 日（金）

9日（水）

13 日（日）

26 日（土）

1日（金）

2日（土）

16 日（土）

30 日（土）

～  2 日（日）

～  2 日（日）
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スポーツ少年大会実行委員会
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ミニバスケットボール交流大会（関東予選）県内予選

バドミントン交流大会（関東予選）

ジュニアリーダースクール施設調整会議

全国スポーツ少年団指導者協議会

サッカー交流大会代表者会議

バレーボール交流大会代表者会議
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ミニバスケットボール交流大会（関東予選）決勝
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バレーボール交流大会（関東予選）予選決勝

関東ブロック競技別交流大会交流会（軟式野球）

日独スポーツ少年団同時交流５０周年記念行事

関東ブロック競技別交流大会交流会

全国軟式野球交流大会

全国スポーツ少年大会

シニアリーダースクール

ジュニアリーダースクール（前期研修）

ジュニアリーダースクール（後期研修）

スポーツ少年団常任委員会

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

関東ブロックスポーツ少年大会

（JSPO-ACP）普及促進研修会
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かながわ県民センター
《301会議室》
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室

横浜武道館（武道場）

県立スポーツ会館
かながわ県民センター
《301会議室》

秋葉台文化体育館

県立スポーツ会館

相模三川公園グランド
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室
県立境川遊水地公園
青少年野球場
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE
14階岸清一メモリアルルーム

日本青年館ホテル（予定）

相模原ひばり球場
シンコースポーツ寒川
アリーナほか
ひらつか
サン・ライフアリーナ

愛川ふれあいの村

東京都
かながわ県民センター
《306》

オンライン

東京都内

秩父宮記念体育館

県内小学校ほか
ひらつか
サン・ライフアリーナ
東京都：一本杉球場、
野津田球場
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東京都：エスフォルタ
アリーナ八王子ほか
千葉県：大谷津運動公園
奈球場（成田市）ほか

兵庫県：
国立中央
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県立スポーツ会館

愛川ふれあいの村

かながわ県民センター（予定）

県立スポーツ会館
栃木県：自然体験記
念センター（鹿沼市）

伊勢原市体育館

利用時間

10 ～ 12

14 ～ 16

9 ～ 17

18 ～ 21

18 ～ 21

17 ～ 21

9 ～ 12

9 ～ 17

15 ～ 17

9 ～ 17

13 ～ 15

15 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 19

13 ～ 16

13 ～ 15

18 ～ 21

18 ～ 21

10 ～ 16

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 19

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 17

1泊2日

18 ～ 20

9 ～ 12

9 ～ 13

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

備　　考

関東代表
（神奈川県本部長）

関東代表
（神奈川県本部長）

本部長

本部長

指導協委員長

開会式、4競技

関東代表２チーム

（原則）リーダー
会会員

第１期：オンライン
学習修了者

■令和５年度　神奈川県スポーツ少年団活動計画書
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期　　　日

21 日（土）

21 日（土）

29（日）

10～11 月

4日（土）

5日（土）

11 日（土）

18 日（土）

22 日（日）

11 月開催予定

2日（土）

2日（土）

3日（日）

16 日（土）

23（土）

13 日（土）

27 日（土）

27 日（土）

4日（日）

22 日（木）

24 日（土）

2月開催予定

1日（金）

2日（土）

8日（金）

28 日（金）

29 日（土）

～22 日（日）

～5日（日）

又は1/27（土）

　5日（月）

～31 日（日）

～31 日（日）

会　　　場

県立スポーツ会館
茨城県：会瀬青少年
の家（日立市）
シンコースポーツ寒川
アリーナ

オンライン
埼玉県：川越
プリンスホテル

湘南ひらつかビーチパーク

オンライン

県立スポーツ会館
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室

調整中

横浜武道館

県内小学校ほか
ひらつか
サン・ライフアリーナ

岩崎学園東戸塚（予定）

かながわ県民センター

ベルク横須賀

県立スポーツ会館

県立スポーツ会館
東京都：日本青年館
ホテル（予定）

かながわ県民センター（予定）

かながわ県民センター

調整中
JAPAN SPORT OLYMPIC
SQUARE12階大会議室
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE
14階岸清一メモリアルルーム
かながわ労働プラザ
多目的（予定）
宮城県：セキスイハイム
スーパーアリーナほか
群馬県：ALSOK ぐんま
総合スポーツセンター

利用時間

9 ～ 17

10 ～ 12

9 ～ 13

10 ～ 18

1泊2日

9～ 14

18 ～ 20

9 ～ 12

14 ～ 16

9 ～ 17

9 ～ 17

9 ～ 19

9 ～ 17

9 ～ 16

9 ～ 18

15 ～ 17

1泊2日

17 ～ 21

9 ～ 15

15 ～ 17

13 ～ 16

18 ～ 20

月

10月

１１月

１２月

1月

2月

3月

備　　考
第２期：オンライン
学習修了者

リーダー会会長、
支援指導者

リーダー会会長、
支援指導者

第3期：オンライン
学習修了者

関東代表
（神奈川県本部長）

指導者協議会
事業

指導者協議会事業

対面講習

第4期：オンライン
学習修了者

本部長、
指導協委員長

指導者協議会
事業

関東代表
（神奈川県本部長）

女子の部（1）

団体戦（1）
個人戦（2）

事　　業　　名

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

関東ブロックリーダー研究大会

（JSPO-ACP）普及促進研修会

全国スポーツ少年団リーダー連絡会議

関東ブロック指導者研究協議会

ビーチスポーツフェスティバル

バレーボール交流大会代表者会議

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

日本スポーツ少年団第 3回常任委員会

指導者協議会研修会『運動適性テストⅡ』

剣道交流大会（全国予選）

バレーボール交流大会（全国予選）県内予選

バレーボール交流大会（全国予選）決勝

空手道交流大会（県内交流）

優良スポーツ少年団表彰

指導者協議会研修会『指導者研究大会』

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

スタートコーチ（スポーツ少年団）養成講習会

日本スポーツ少年団関東ブロック会議

第３回スポーツ少年団委員会

サッカー交流（あすなろ杯）

指導者協議会研修会『指導者研究大会』

日本スポーツ少年団第４回常任委員会

日本スポーツ少年団第２回委員総会

市町スポーツ少年団本部長会議

全国バレーボール交流大会

全国剣道交流大会

※今後の状況によっては、日程・会場変更等が生じる場合もあります。予めご承知おきください。

＊本号ではスポーツ少年団表彰式典を1ページに掲載、第30号（令和2年3月発行）以来久々に巻頭を飾ります。式典を挙行し、
受賞者の皆様に祝意を表すことができて本当に良かったと思います。

＊「市町本部長紹介」第1回目は東海林本部長です。横須賀市本部として独自に、母集団や保護者等の皆様に、感謝状贈呈の表彰
式を実施している由、地域活動における本部長の思いが伝わってきます。市町本部としての取組の中に、光を放っている行事な
どに気づかされます。参考にもしたいです。

＊指導者協議会では積極的に講演会などを開催し、アンガーマネージメント、ペップトークなど大変参考になりました。指導者と
して学びの気持ちを常に忘れず、今後も指導協の取組に期待したいと思います。

＊２０２３年度に向けて安倍県本部長からのメッセージは、新しいスポーツ少年団像を「再デザイン」しようという本部長の強い
意志が感じられます。令和 5 年度は「訪問・巡回ミーティング」を計画しています。本部長会議報告も含め重要事項満載、是非
一読してみてください。スポ少新時代をつむいでいくスタートラインに立っている気がします。一歩踏出すにあたり、前向きな
姿勢とあきらめない気持が大事かなと思います。　さあ新年度は一歩前に進みましょう！　　　総務広報部会長　　浅野俊二

編 集 後 記


